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掩体壕は、先の戦争で敵の攻撃から軍用機
を守るため、南吉田と垣生両地区に掩体壕
６３基や誘導路が造られていました。

戦後、ほとんどは解体、消滅しましたが、
南吉田地区には３基の掩体壕が残存。その中
の１基、有蓋掩体壕が松山市の有形文化財に
指定され、悲惨な戦争を語り継ぎ、平和の尊
さを後世に伝える貴重な施設となっています。

松
山
市
で
は
７
月
２
６
日
、
松
山
市

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
戦
後
８
０
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松
山
市
戦
争
犠
牲
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追
悼
式
が
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わ
れ
、
関
係
者
か
ら
追
悼

の
辞
や
、
戦
争
犠
牲
者
遺
族
代
表
に
よ

る
挨
拶
、
献
花
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
記

念
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
式
典
に
は
西
中
の
篠
原
校

長
先
生
と
生
徒
５
名
が
参
列
し
、
生
徒

を
代
表
し
て
下
記
の
手
記
が
よ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

☆ 掩体壕来場者数；１１，６５２人

但し；令和２年～７年（７月現在）
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掲
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語
り
部
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い
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す
。

西
中
３
年

山
本

実
松山市の追悼式典

令和５年から松山市の平和教育プログラムで市

内５３校の小学６年生が掩体壕を見学することに

なり、お手伝いをしたいと語り部活動を始められ

た竹内直美さん。

「普通に生活できるということがどれだけ幸せなことなの

か。」「資源の少ない小さな国が大国と共存していくには、平和

を維持するための知力と心の豊かさが大切だ。」と活動を通して

感じるそうです。子どもたちに『今の平和のありがたみを感じて

もらい、お互いを尊重する心を持ち仲良くすること』との思いで
活動中です。

また、２２年前生石小学校に読み聞かせの会を立ち上げ、保護

者や地域の方に活動の輪を広め、今も責任者として活躍されてい

ます。「生石子どもいきいき教室」では、お世話係として子ども

たちとゲームをし、ちょっと本気になることもあるとか。これか
らも周囲の人を笑顔にしてくださいね。藤井 智恵（記）

平和の尊さ・互いを尊重する心の豊かさが大切！

生石地区の戦後史を語る上で欠かせない
のが松山空港。松山空港は、航空戦力強化
のために旧日本海軍が昭和１８年１０月に
建設した「松山航空基地」が前身。

更に飛行訓練生を教育する「松山海軍航
空隊」やその関連施設も併設されていまし
た。また、掩体壕は松山航空基地に配備さ
れた航空機を敵の戦火から守る格納庫とし
て建設されたものです。

現在、南吉田地区は外環状道路の建設工
事が進められ、工事が進む垣生山の麓には
戦時中に掘られた防空壕が残存しています
が、県の発掘調査を経て、すでに取り壊し
が始まっている遺構もあります。

新しい街並みへ！

工事進む南吉田町！

掩体壕

２０２５．１０．２３（撮影）
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９月２７日（土）まちづくり協議会福祉部では、生石公民館において、

「ふれあい食堂」を開催。５５名（大人２４名・子ども３１名）の皆さん

が参加されました。福祉部の皆さんが朝９時３０分から作ったカレーをみ

んなで仲良く味わい、また、「あんことホイップクリームのせのマドレー

ヌ」のデザートも用意されていました。大きい鍋でたくさん作るカレーは、

家庭で作るカレーより美味しい!と、おかわりする姿も。調理する皆さんは

ベテランの方ばかりで、回を重ねるごとにジャガイモを後から加えるなど

工夫されていました。

来場した親子は、食事までの時間、大会議室でソフトバレーボールを投

げ合ったり、輪投げや積み木、紙のコマなどを回して、つかの間の親子の

ふれあいを楽しんでいました。 藤井智恵（記）

て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

美味しいカレー食べ多世代交流の場に！

北吉田町に生まれ、桃山幼稚

園・生石小学校・津田中学校（の
ちに分離して西中学校）を卒業後、教員を目指し
て高校・大学を経て、松山市内の中学校理科教員
として２５年務めました。その後、北吉田町で果
樹農家となり、北吉田分館長として１６年経ちま
した。まちづくり協議会も初年度から教育文化部
員として、微力ながら協力させていただきました。
今年度は同級生の向井事務局長から引き継いで現
在に至っています。

教育文化部は地域にある小・中学校と各町内会

との情報交換と活動交流を実施していく部と考え
ています。垣生山登ろう会や空港通り清掃での交
流、松山市より委託をされている掩体壕のボラン
ティアガイドは「平和教育プログラム」の一環と
して訪れた市内小・中学校の児童・生徒と交流し
ています。地域のシンボル垣生山や史跡、そして
掩体壕などの戦争遺産を大切にしながら、安全安
心で暮らしやすいまち・美しい自然のあるまち、
そして健康で交流のあるまちになるよう地域の皆
様とともに活動していきたいと考えています。ご
協力よろしくお願いします。

教育文化部長 﨑山 喜久男（記）

安全・安心！美しい自然・暮らしやすい交流のあるまちへ！

まちづくり協議会 垣生山整備部では１０月１１日（土）朝７時

から約１時間、垣生山清掃を実施しました。北吉田側では部員６名
が参加し、高岡側では部員５名、西中生徒１１名、おやじの会２名、
ＰＴＡ２名が参加しました。西中生徒は登山道の落ち葉の清掃と花
壇の草引きを担当しました。生徒さんの頑張りできれいになり感謝
しています。

ボランティア清掃は西中の篠原校長先生のご提案で、今年６月か
ら第２土曜日に実施しています。２４名が登録され、毎回約半数の
生徒さんに参加していただいています。 門田 慎二（記）

高岡側垣生山登山道が綺麗になりました！

垣生山清掃に参加した垣生山整

備部員と西中関係者の皆さん

陽光桜植樹部の下草刈り 高岡側登山道入り口部

の花壇を除草中！
登山道が綺麗になりました！

今年の初日の出観賞は、最高の天候に恵ま
れ約３００名の地区内外の皆さんと素晴らし
い感動を分かち合うことが出来ました。来年

も、来年こそ、私たちの里山、垣生山に登って新年のご来光を一緒に迎えませんか？まちづくり協議会
では初日の出観賞記念缶バッチなどを用意して、たくさんの皆さんの初日の出観賞登頂をお待ちしてお
ります。（教育文化部）

２０２６年のご来光は垣生山で！
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～笑顔のあふれる病院～

医療法人結和会 松山西病院

愛 媛 銀 行

空港通支店
松山市高岡町７９-２

TEL ９７１-９２００

老人保健施設ミネルワ

松山市高岡町３０２-２

TEL ９７２-９５００

えひめ中央農業協同組合

生 石 支 所
松山市高岡町８４１-１

TEL ９７２-００５７

医療法人河原医院

内科・消化器科・外科

松山市富久町３６０-１

TEL ９７２-３３５５

松山市高岡町６３０-３

TEL ９７１-２０２５

仕出し料理

や ま の べ
〒791-8042

松山市南吉田町６１８
Tel.968-8088  Fax.968-8188

医療法人ミネルワ会

７月２４日（木）生石公民館に親子１１組２５

名とお手伝い１１名（総勢３６名）が参加して

『親子料理教室』を開催しました。

最初に食育講座『野菜を摂取しよう！』と題し

たお話を聞き、元気で病気に負けない体を作るた

めに野菜が必要なことを学びました。その後、食

育改善推進協議会の方々の協力のもと、調理実習

で「枝豆ごはん・野菜入チキンナゲット・ひじき

とブロッコリーサラダ・トマトと卵スープ・フ

ルーツ寒天」を作りました。材料を切り、混ぜ、

焼いたり煮たり、子どもたちは上手に楽しんで調

理が出来たようです。

たくさんの種類の野菜を使った献立、自分たち

で作った料理を、みんなで美味しくいただきまし

た。 谷脇 祐子（記）

『野菜を食べよう！』親子料理教室開催！

自分たちで

作った料理

に舌鼓？！

北吉田分館では、７／２２～７／３１と８／２１
～８／３０の２回に分けて、朝６時３０分から北吉
田公園においてラジオ体操を行いました。

８月２６日に取材に伺うと、大人と子ども合わせ
て２０数名の方たちが元気いっぱいに体を動かして
いました。

また、最終日には参加賞を
いただけるそうです。

門田 慎二（記）

朝のラジオ体操で身体ほぐしみんな元気いっぱい！

生石地区体育祭・各分館大熱戦！

１０月１９日(日)西中学校グラウンドにおいて、生石地
区体育祭が行われました。
西中学校吹奏楽部の演奏による入場行進、開会式という贅
沢な体育祭の始まり。同じ町内で新しく知り合う方々、ま
た他分館の人とも顔見知りが増え、「お元気？」「今年も
会えたね！」と和気藹々とできる行事です。しかし、競技
となればしっかり本気で皆頑張っていました。大会関係者、
役員、選手、応援の皆さんお疲れ様でした。
〈結果〉

☆総合優勝；北吉田分館 準優勝；南吉田分館
第３位;；高岡団地分館

☆分館対抗リレー優 勝；高岡団地分館
準優勝；久保田分館

生石地区体育祭では、西中学校の放送委員会の皆さんが
協力してくださいました。

今年は山本実（みのり）さん、岡﨑安那さん、中田瑛都
さんがアナウンスを担当し、八木憲人さん、三原悠真さん、
岡田雄昇さんが音響を担当しました。

山本実さんは、役割を終えて、
「今日原稿を渡されて読んだので
少し緊張したけれど、無事に終え
ることができてよかった」とほっ
とした様子でした。

放送担当の皆さん

美味しくできたよ！

分館対抗リレーアンカー

力と力の熱い戦い！

競技前の準備体操

藤井 智恵（記）
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≪ 豆 ち し き ≫

※お気軽にアクセス下さい !

※Ｆａｃｅｂｏｏｋ用

ＱＲコード

※生石地区まちづくり協議会ＨＰ用
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朝の天満宮広場に子どもたちの元気な声！

令和７年２月、遊具の老朽化が進んでいた北吉田公

園がリニューアルしました。シンボルの飛行機の滑り

台は、青と白のコントラストが爽やかで本物の機体を

連想させます。ゆったりとした空間に、シーソー、ブ

ランコ、砂場などが配置されており、３６０度見晴ら

しががよく、子どもが遊ぶ姿を確認しやすいです。安

全で清潔で安心して思い切り遊べる北吉田公園に、お

でかけしてみてはいかがでしょうか。

﨑山美穂（記）

身長に合わせて、

下からでも上から

でも遊べます。

久保田町では２０１０年から分館行事として小学児童の

夏休み初日から２週間、「ふれあいラジオ体操」（土・日

は除く）を行っています。令和２年～３年間はコロナ禍で

中止していましたが、令和５年から再開。今年も７月２１

日から８月２日まで、朝の履脱天満宮広場に子どもたちの

元気な声が戻ってきました。散歩や参拝に訪れた人、毎朝

天満宮の境内を掃除されている人たちも一緒になって、ラ

ジオに合わせて体操。子どもたちは体操カードに印を押し

てもらい、また、最終日にはジュースやお菓子などを手に

家路へと向かっていました。 石本 隆廣（記）

里芋 ４００ｇ
にんじん ４０ｇ
ゴボウ ４０ｇ
鶏もも肉 ８０ｇ
油揚げ ２０ｇ
パン粉 ４０ｇ
だし汁 ３００ｃｃ

＜作り方＞
①里芋は皮をむき茹でて潰しておく。
② 油揚げは熱湯で油抜きをする。
③ 里芋以外の具材は１ｃｍくらいのさ

いの目に切っておく。
④ 鍋にだし汁とＡと③を入れ煮る。
⑤ ①に④を混ぜ、８等分し、小判型に

成形しておく。
⑥ パン粉に油を加え、フライパンできつ

ね色になるまで炒め、⑤をまぶして
オーブンで焼けば完成。長谷川（記）

砂糖 大さじ２
みりん 大さじ１
酒 大さじ１・１／２
塩 少々
薄口醤油 大さじ１

油で揚げないコロッケ作ってみませんか？

＜材 料＞４人分 ＜材 料＝Ａ＞

第３０号通信『獅子舞特集』では、高岡町の
獅子舞は保存会のものを載せていましたが、今
年の秋祭りで、生石八幡神社での「奉納舞」を
新たに撮影しました。右のQRコードから是非ご
覧ください。

＜広報部からのお知らせ！＞

遊具もカラフルに！
綺麗に整備された中

央公園
リニューアルされた北吉田公園

ゆったりとした空間が安心感に！

綺麗に清掃・整備された南吉田町の中央公園、
遊具もカラフルになりました。滑り台は、長さ
も異なり、うんていやネットが一緒になってお
り、子どもたちが工夫して遊んでいました。
シーソーやブランコ、自転車などの遊具も小さ
い子どもさんも安心して遊ぶことができます。

またこの公園では、生石グラウンドゴルフク
ラブの皆さんが週４回（水、土、祝日を除く）
プレーを行い、また、プレーの前には除草や掃
除を行っています。

新しくなった遊具が、子どもたちの元気で賑
やかな声が響きわたることを待ち望んでいるよ
うです。 藤井 智恵（記）

☆１１／２２（土）ふれあい食堂

☆１１／２９（土）空港通り清掃

☆１２／１３（土）親子ふれあいデー

☆ １／１ （木）初日の出垣生山登山

☆ １／１１（日）はたちのつどい

☆ ２／７・８（日）履脱天満宮例大祭

、

今号の１面では、少し構成を変えて「戦後８０年」を特
集しています。西中生徒の皆さんの「戦争犠牲者追悼式へ
の参列と手記の執筆」「垣生山ボランティア清掃への参
加」「生石地区体育祭のアナウンスと音響担当」の記事を
１面から３面にかけて掲載しています。また、秋祭り当日
朝の高岡町の獅子舞の「奉納舞」を動画でご覧いただけま
す。 門田 慎二（記）

＜ 編 集 後 記 ＞
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